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単元名  水よう液の性質 

 
 
１．単元の目標 

  ⽔に溶けている物に着⽬して、それらによる⽔溶液の性質や働きの違いを多⾯的に調べる活動を通して、
⽔溶液の性質や働きについての理解を図り、観察・実験などに関する技能を⾝に付けるとともに、主により
妥当な考えをつくりだす⼒や主体的に問題解決しようとする態度を養うことができるようにする。 

 
２．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①⽔溶液には、気体が溶けている

ものがあることを理解してい
る。 

 
②⽔溶液には、酸性、アルカリ性及

び中性のものがあることを理解
している。 

 
③⽔溶液には、⾦属を変化させる

ものがあることを理解してい
る。 

 
④⽔溶液の性質や働きについて、

観察、実験などの⽬的に応じて、
器具や機器などを選択して、正
しく扱いながら調べ、それらの
過程や得られた結果を適切に記
録している。 

①⽔溶液の性質や働きについて、
問題を⾒いだし、予想や仮説を
基に、解決の⽅法を発想し、表現
するなどして問題解決してい
る。 

 
②⽔溶液の性質や働きについて、

観察、実験などを⾏い、溶けてい
る物による性質や働きの違いに
ついて、より妥当な考えをつく
りだし、表現するなどして問題
解決している。 

①⽔溶液の性質や働きについての
事物・現象に進んで関わり、粘り
強く、他者と関わりながら問題
解決しようとしている。 

 
②⽔溶液の性質や働きについて学

んだことを学習や⽣活に⽣かそ
うとしている。 

 
３．指導と評価の計画（６時間） 

⼩単元 時 
ねらい（◇）と 

主な学習活動（〇） 

評価規準〈評価⽅法〉 
指導の改善に⽣かす評価「・」 
総括資料にするための記録に残す評価「〇」 

知・技 思・判・表 主体 
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◇⽔溶液の性質や働きについて、⾝の回りにある⽔溶液や既習の実験について話し合う活動
を通して、学習問題を⾒いだし、解決⽅法について表現ことができる。 

〇⾝の回りにある⽔溶液や既習した実験に
ついて話し合う。 

○５つの⽔溶液（うすい塩酸、アンモニア⽔、
炭酸⽔、⾷塩⽔、⽯灰⽔）を使って、にお
いや⾒た⽬、蒸発させて様⼦を記録する。 

 
 
○どうすれば⽔溶液を⾒分けることができ

るか、本時の実験や既習を基にして考え、
調べるための実験計画を⽴てる。 

 ・①〈発⾔分
析・記録分
析〉 

 

２
︵
本
時
︶ 

◇⽔に溶けている物による性質の違いについて、友達と実験計画について話し合ったり、様々
な実験結果を基に考察や⽐較をしたりすることを通して、より妥当な考えをつくりだし、表
現することができる。 

〇前時で⽔に溶けている物を調べるために
考えた実験⽅法について班で話し合い、実
験計画を⽴てる。 

〇実験計画に沿って必要な器具を準備し、実
験を⾏う。 

〇班で⾏った実験の結果を、ロイロノートを
活⽤してまとめ、全体で共有する。 

〇⾃分や他の班の実験結果を基にして考察
し、⽔に溶けている物についてのより妥当
な考えをつくり、表現する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〇②〈発⾔分
析・記述分
析〉 

・①〈発⾔分
析・記述分
析〉 

学習問題：どうすれば、⽔溶液を⾒分けることができるだろうか 

【予想される児童の姿】 
・⽔溶液を蒸発させると何も残らなかったが、変

な匂いがしたから塩酸じゃないかな。 
・ストローで息を送ると⼀つだけ⽩く濁った。⼆

酸化炭素と反応して⽩く濁るのは⽯灰⽔の性
質だ。 

・息を送っても変化がなかった⽔溶液を蒸発さ
せると、⽩い固体が出てきた。これは⾷塩だと
思うので、この⽔溶液は⾷塩⽔だ。 

【予想される児童の姿】 
・海⽔はしょっぱいから⽔溶液だ。 
・液体洗剤も⻘くて透明だ。 
・5 年⽣で実験の時に⾷塩⽔やミョウバン

の⽔溶液を使った。 
・炭酸ジュースも⽔溶液だと思う。 



３ 

◇⽔溶液について、友達と実験計画について話し合ったり、様々な実験結果を基に考察や⽐較
をしたりすることを通して、固体ではなく気体が溶けている物があることを理解すること
ができる。 

〇前時の炭酸⽔を蒸発させたときの結果を
振り返る。 

〇炭酸⽔から出てくる泡を試験管に集め、⽯
灰⽔を⼊れて様⼦を観察する。 

〇前時のうすい塩酸やアンモニア⽔を蒸発
させた時の結果を想起させる。 

〇⽔溶液には気体が溶けている物があるこ
とを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・①〈発⾔分
析・記述分
析〉 

・②〈発⾔分
析・記述分
析〉 

 

４ 

◇⽔溶液について、気体を⽔に溶かして⽔溶液を作ったり、その⽔溶液を使って観察した様⼦
から⾃然の事物・事象を想起したりすることを通して、学んだことを⽣活に⽣かそうとする
ことができる。 

〇⽔が⼊ったペットボトルの中に⼆酸化炭
素を⼊れる。 

〇ペットボトルを振り、様⼦を観察する。 
〇ペットボトルの様⼦が変化したのはなぜ

か、既習や⾃然の事物・事象を想起しなが
ら考察する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  〇②〈発⾔分
析・記述分
析〉 

【予想される児童の姿】 
・気体を集めた試験管の中に⽯灰⽔を⼊

れると⽩く濁った。炭酸⽔には⼆酸化
炭素が⼊っている。 

・塩酸やアンモニア⽔を蒸発したら、何
も残らなかった。炭酸⽔と同じように
気体が溶けているのかもしれない。 

【予想される児童の姿】 
・ペットボトルがへこんだのは、中の⼆

酸化炭素が⽔と混ざったからだと思
う。 

・空気を⼊れたペットボトルを冷やすと
体積が⼩さくなってへこむ現象に似
ている。 

・気圧が低い⼭の頂上ではお菓⼦の袋が
膨らむ。今回は逆にへこんだが、⼆酸
化炭素も空気なので気圧が関係ある
と思う。 
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◇⽔溶液の性質について、実験を⾏ったり、既習の内容と関係付けたりすることを通して、酸
性・中性・アルカリ性があることを理解することができる。 

〇リトマス紙の使い⽅について知る。 
〇⽔溶液が何性か調べる。 
〇結果をまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・①〈⾏動分
析・発⾔分
析〉 

・①〈発⾔分
析・記録分
析〉 

６ 

◇⽔溶液の性質について、紫キャベツの液を使って実験をしたり、⽣活の中で性質によって⾊
が変わるものをタブレットで調べたりする活動を通して、学んだことを⽣活に⽣かそうと
している。 

〇紫キャベツの液を使って⽔溶液の性質を
調べる。 

〇酸性・中性・アルカリ性によって⾊が変わ
る⾷材をインターネットで調べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・②〈発⾔分
析・記録分
析〉 

 ・①〈⾏動観
察・発⾔分
析〉 
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◇⽔溶液の性質について、酸性の⽔溶液に⾦属を⼊れて反応を観察したり結果を記録したり
する活動を通して、酸性の⽔溶液には⾦属を溶かすものがあることを理解することができ
る。 

〇酸性の⽔溶液に⾦属を⼊れるとどうなる
か予想を⽴て、話し合う。 

〇うすい塩酸と炭酸⽔それぞれにアルミニ
ウムはくを⼊れて、様⼦を観察する 

〇塩酸にとけたアルミニウムはどうなった
のか予想を⽴てる。 

 
 
 
 

③〈記録分析〉  ・①〈発⾔分
析・記述分
析〉 

【予想される児童の姿】 
・塩酸は⻘⾊リトマス紙が⾚⾊に変化さ

せたので酸性だ。 
・⾷塩⽔は⻘も⾚もリトマス紙が変化し

なかった。中性だと思う。 
・アンモニア⽔は⾚⾊リトマス紙を⻘⾊

に変化させたのでアルカリ性だ。 

【予想される児童の姿】 
・紫キャベツを使うと性質が調べられる

ことに驚いた。 
・⾷材にも酸性の者があることが分かっ

た。 
・酸性のものを⾷べることは、⾃分の体

に影響はないのか調べてみたい 

【予想される児童の姿】 
・泡が出てきたから空気中に出たのではないか。 
・アルミニウムのままとけていると思う。 
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◇⽔溶液の性質について、塩酸にとけた⾦属が何か話し合ったり、溶ける前と⽐較しながら実
験したりする活動を通して、⽔溶液には⾦属を別のものに変化させるものがあることを理
解することができる。 

〇前時で⾏ったアルミニウムが溶けた塩酸
を熱したときに残った固体が何だったの
か、予想し、話し合う。 

〇アルミニウムの性質を想起し、固体が何か
調べるための実験計画を⽴てる。 

〇熱したときに残った固体を使い、⾒た⽬を
⽐較したり、再び塩酸に⼊れたりして様⼦
を観察する。 

〇実験結果について考察する。 
 
 
 
 
 

③〈記録分析〉  ・①〈発⾔分
析・記述分
析〉 

11 

◇⽔に溶けている物による性質や働きの違いについて、友達と実験計画について話し合った
り、様々な実験結果を基に考察や⽐較をしたりすることを通して、より妥当な考えをつくり
だし、表現することができる。 

〇２つの⽔溶液（A：サンポール、B：重曹を
⽔で薄めたもの）を提⽰し、どんな⽔溶液
なのか予想を⽴てる。 

〇班で話し合い、実験計画を⽴てる。 
〇実験に使⽤する器具を各⾃で準備し、安全

に気を付けながら実験を⾏う。 
〇実験結果を全体で交流し、⽔溶液について

考察する。 
 
 
 
 
〇考察について全体で交流した後、使⽤した

⽔溶液を⾒せる。その後、成分表や注意事
項について確認する。 
※家庭科「クリーン⼤作戦」で学習した家庭
⽤掃除洗剤について振り返り、成分表を確
認して汚れによって⽔溶液の性質を考え
て使うことで、安全に使えることを再確認
する。 

〇④〈発⾔分
析・記録分
析〉 

 〇②〈記述分
析〉 

【予想される児童の姿】 
・塩酸にとけた固体は⾒た⽬が⽩っぽくてアルミニウムと違

うと思う。 
・再び塩酸に⼊れると、反応がなかった。だからアルミニウム

は違うものに変化したと思う。 

【予想される児童の姿】 
・⽔溶液 Aはリトマス紙で調べると酸性であることが分かった。 
・⽔溶液 Bはアルカリ性だった。⽯鹸かな？ 



４．本時の指導案 

本時のねらい   水に溶けている物による性質の違いについて、友達と実験計画について話し合ったり、 

様々な実験結果を基に考察や比較をしたりすることを通して、より妥当な考えを 

         つくりだし、表現することができるようにする。 

評価規準     水溶液の性質や働きについて、観察、実験などを行い、溶けている物による性質や働き 

         による違いについて、より妥当な考えをつくりだし、表現するなどして問題解決してい 

         る。 
具体的な児童の姿 「ストローで息を送ると一つだけ白く濁った。二酸化炭素と反応して白く濁るのは石灰 

          水の性質だ。」 

         「息を送っても変化がなかった水溶液を蒸発させると、白い固体が出てきた。これは食 

          塩だと思うので、この水溶液は食塩水だ。」 

「変な匂いがしたから塩酸じゃないか。でも友達は匂いがしないと言っていたからよく

分からないな。」 
 

 
時間 児童の活動 指導〇及び留意点・ ◎評価〈⽅法〉 

※⽀援を要する児童への⼿⽴て 
準備物 

３分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．本時のめあてを確認し、
本時の課題を⽴てる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
２．課題に対して班で実験計

画を⽴てる。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

〇前時の実験について振り返る。 
・前時に使⽤した 5つの⽔溶液から 3つ（塩酸、⾷

塩⽔、⽯灰⽔）を提⽰し本時で扱うことを伝える。 
 
 
 
・3 つの⽔溶液は⾒た⽬では⾒分けることができな
いことを確認し、どうすればよいか問うことで既習
を使って実験をする⾒通しを持たせる。 
 
 
 
○前時に振り返った既習の実験⽅法について班で話

し合い、班の実験計画を⽴てる。 
・実験時間についても全体で共有し、⾒通しを持っ

て計画を⽴てさせる。 
◎⽔溶液の性質について考えながら班で協⼒して実

験計画を⽴て、問題解決をしようとしている。 
 〈発⾔分析、記述分析〉 
 
 
 
 
 

ロイロノート 
⽔溶液（⾷塩

⽔、⽯灰⽔、
炭酸⽔） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 
５年⽣までに学習した実験⽅法で⽔溶液を⾒分けることができるだろうか。 

【予想される児童の姿】 
・⼆酸化炭素を⼊れると⽯灰⽔かどうかが分かる。 
・⾷塩⽔は⾷塩が溶けているから、蒸発させると⽩い固体が出てくると思う。 
・炭酸⽔は振ると泡が出てくるのではないか。 
・先に匂いを嗅げばアンモニアと塩酸が分かりそうだ。あとはどうやって⾒分けようかな。 

めあて 

3つの⽔溶液を⾒分けよう。 



15分 
 
 
 
 
 
 
 
10分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2分 
 

３．班で実験を⾏う。 

 
４．⽔溶液を⾒分ける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6．振り返りをする。 
 
 

〇考えた実験計画に沿って実験を⾏う。 
・各班でどのような実験を⾏うのかホワイトボード

に書き、⿊板に貼って共有する。 
・必要な実験器具を各々が準備し、安全に⾏うこと

を確認する。 
・実験結果は動画や写真で記録し、ロイロノートで
まとめさせる。 

・⽚づけまで時間内に終わらせることを確認する。 
○実験結果を基に、考察する。 
・各班の動画や写真で結果を確認する。 
・個⼈で考えた後に班で共有する。 
◎課題を解決するために、⽔溶液の性質の違いに着

⽬しながら、より妥当な考えをつくりだし、表現し
ている。〈発⾔分析・記述分析〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇意⾒が全員⼀致した⽔溶液のみ答えを提⽰し、意

⾒が⼀致した⽔溶液と意⾒が分かれた⽔溶液の違
いについて考える。 

・特定する際に、⽔溶液の性質に着⽬していること
に気付かせる。 

・匂いや⾒た⽬は⼈によって感じ⽅が違うため、意
⾒が分かれることを確認する。 

 
 
 
 
〇本時の学習内容について振り返る。 
・ロイロノートを活⽤して児童の振り返りを全体で
共有できるようにする。 

 

保護メガネ 
濡れ雑⼱ 
各種実験器具 
（カセットコ

ンロ、⾦網、
蒸発⽫、駒
込 ピ ペ ッ
ト、試験管
ばさみ、ビ
ニール袋） 

 
 
 

【予想される児童の姿】 
・ストローで息を送ると⼀つだけ⽩く濁った。⼆酸化炭素と反応して⽩く濁るのは⽯灰⽔の性質だ。 
・息を送っても変化がなかった⽔溶液を蒸発させると、⽩い固体が出てきた。これは⾷塩だと思うの

で、この⽔溶液は⾷塩⽔だ。 
・⽔溶液を蒸発させると何も残らなかったが、変な匂いがしたから塩酸じゃないかな。 
・私は匂いがしないと思ったから塩酸じゃないと思ったよ。 
・かき混ぜると泡⽴ってきたから炭酸⽔があったんじゃないかな。よく分からないな。 

まとめ 
⽔溶液の性質に着⽬して蒸発や反応をさせることで⽔溶液を⾒分けることができるが、匂いや 
⾒た⽬だけでは判断することができない。 



情報活⽤能⼒の育成について 
○液体を特定するための実験⽅法はこちらから指⽰するのではなく、児童に考えさせたことで、既習を振り返

りながら広い視野を持って実験を⾏えていた。 
○実験結果をまとめる際に、ロイロノートでマトリックスチャートを作成し、まとめさせた。ＩＣＴ機器を活
⽤したことで、実験の結果を写真や動画で残すことができ、その後の考察に活⽤する場⾯が⾒られた。 

○授業で活⽤したマトリックスチャートは、前時でも活⽤してデータを残していたため、既習の結果と⾒⽐べ
ながら⾃分の考えを持つことができた児童がいた。 
▲児童の液体の性質に関する知識に差があったため、対等な話し合い活動の場⾯が少なかった。事前に本やイ

ンターネットで調べさせると、より考察の深まりに繋がると考える。 
▲実験⼿順や器具の使い⽅、安全⾯の配慮について、ロイロノートを活⽤して資料を渡していたが、⼗分に読
み込む時間が取れていなかった。⽇頃から、たくさんある情報から⾃分に合った物を取捨選択する⼒をつけ
させたい。 

 

 


